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1 は じ め に

水稲の育苗時における労力軽減と苗箱の軽量化をねらい

として開発された「もみがら成型マット」の実用性を検討

するため,播種時における潅水量と覆土量の多少並びに出

芽方式の違いによる根上がり 育苗時の追肥時期・量及び
潅水回数について検討したので その概要を報告する。

2試 験 方 法

(1)試験 1:播種時の潅水量・覆上量と根上がり

『
l種「つがるロマンJを用い.1998年 10月 16日 に,育苗

床土は黒土及び「もみから成型マット」,播種量は乾籾100
g/箱 ,置床遮断育苗法によリガラス温室で管理した。播
種から出芽揃期までは保温資材で被覆し,夜間は20℃加温

とし,以降は夜間加温なしとした。また 育苗床土へ肥料
及び薬剤は混和しなかった。

潅水量 (cc/箱 )と 覆土量 (cc/箱 )は表 1のとおりで,

表 1 潅水量及び覆十量の違いと根 Lが り程度

区 分 潅水量 覆 t量  根上が  草丈 (cl %)

を測定した。
13)試験 3:育苗時の追肥時期・量と苗生育
品種「つがる●マン」を用い.1999年 5月 25日 に,育苗
床土は黒土及び「もみがら成型マット」.播種量は乾籾100
g/箱,育苗様式はハウス畑方式 (無加温育苗,平置き)
とした。試験区の構成は表 2の とおりで,各区 3箱を供試

表 2 追肥時期と追肥量

床土種類 追肥の時期  施肥窒素量 (g)

“

ネの葉齢 基肥  追肥  合計
15+25葉期 10 10■ 10 30黒土

もみがら成型マッ
もみがら成型マッ

もみがら成型マッ

もみがら成型マッ

もみがら成型マ′

もみから成型マッ
もみがら成型マッ

-    05   -   05
播種時潅注  05   10   15
15葉期   05   10   15
20葉期   o5   10   15
25葉期   05   10   15
10+20葉期 05 10+10 25
15+25葉期 05  10■ 10 25

き置

式

平

方

(cc) (cc) り程度 平均値  CV
500     500      港査      82      388
500    1000      /1ヽ       85      232
1000  500  多～中  89  208
1000    1000      1妥      88      206
2000  500  中～少  88  286

もみがら成型マット 20■ 30葉期 05 10+10 25
注 覆土 (無肥料)は約1 2kg/箱 使用

した。

“

)試験 4:潅水回数と苗生育
品種「つがるロマン」を用い,1999年 4月 16日 ,播種量

は乾籾100g/箱 ,育苗様式はハウス畑方式 (無加温育苗)

とした。出芽揃い後の4月 22日 に再覆土と少量潅水を行い,

表 3 水管理の方法

床土種類  水管理法
黒土      通常管理 (箱周辺の葉が巻き始めた頃に10L潅水,慣行区)
もみがらマット 通常管理 (箱周辺の葉が巻き始めた頃に15L潅水)
もみがらマット 第1回日の落水以降 2日間隔16L潅水
もみがらマット 第1回日のた水以降 4日間隔15L潅水

その翌日から表 3の潅水方法で実施した。

「もみがら成型マットJは置床遮断方式,黒土区は通常
の有孔箱使用の置床無遮断方式とした。

潅水時期・量以外は中苗育苗の標準管理に準じ.各区 3

箱を供試した。

2000    1000      箋〔
積み重  500  1000   無

106      21 7

97      16 4
ね方式  1000  1000   無   90   176
対照区  1000  1000   小   76   205

各区 2箱 (1/3箱使用)供試した。
② 試験 2:出芽方式と根上がり
育苗管理は試験 1と 同様とし,積み重ねて出芽させた。

潅水量 (cc/箱 )と覆土量 (cc/箱 )は表 1のとおりとし,
試験規模は各区 2箱 (1/3箱使用)供試した。
試験 1,2の調査方法は 出芽揃期に根上がり程度を 5
段階 (無～甚)の観察調査,苗生育調査は播種後20日 目

(11月 5日 )に各rnから一定面積を採取 し,全本数の車丈
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35  164  27  47  67   26  55  92

表4 追llL時期・量の違いと商の形態 (播種後28日苗)

30
33
33
34
36
35
36
34

97
125
146
135
13 1

155
148
13 1

40
50
52
54
56
62
58
52

25
24
22
24
22
24
22
25

48
47
46
47
44
51
43
46

60
76
93
81
63
91
85
78

17
15
13
14
14
13
13
14

25  37
23 41
24  45
25 41
24 37
24 46
23 43
24 40

3 試験結果及び考察

(1)試験 1:播種時の潅水量・覆土量と根上がり

出芽揃期は,夜間も保温したため全区とも播種後 3日 Fl

で到達し、処理間の差は認められなかった。出芽揃期にお

ける根上がりの程度は,潅水量より覆土量による影響が大

きく.覆土量を基準量の1000ccの場合には 潅水量が500
cc(基準量の半量),1000cc(基準量),2000cc(基準量の

2倍量)と も根上がり程度の差は認められなかった(表 1)。

2)試験 2:出芽方式と根 卜がり
積み重ね出芽方式では潅水量,覆土量の多少に関わらず

根上がりが認められなかった (表 1)。

以上の結果から,「 もみがら成型マット」の平置き育苗

方式では,潅水量.覆 |:量とも基準量の1000ccを確保する

こと、覆土量を減量する場合には積み重ね出芽方式が不可

欠と考えられた。

0 試験 3:育苗時の追肥時期・量と苗生育
「もみがら成型マット」育苗での苗の生育は,育苗初期

では卓丈伸長が鈍く,葉齢は進みやすい傾向にあるため ,

苗質の評価は草丈,葉齢,充実度を重点に行った。その結

果は表 4に示した。慣行育苗法である黒土追肥体系の苗は

葉齢35葉.草丈16 4cm.充実度15鴫 /cmで , これと形態

的に最も近くなる追肥方法は 2回追肥体系では10■ 20

葉期に窒素成分で箱当たりlg施用した区で, 1回追肥体

系では15葉期施用区であった。

に, 試験 4:潅水回数と苗生育
4日間隔の潅水区は播種後19日 目の 5月 5日 で枯死した。

「もみがら成型マット_の育苗期間 (35日 間)に おける潅

ヾヾゞヾ′ざが｀ゞ ゛ゞ゛゛ヾ

図 1 水管理法の違いと床「 内含水率の推移

水回数は、通常管理区が 9回  2日間隔潅水区が10回であっ

た。また,黒上の通常管理区は8回であった。

通常管理区において 潅水直前の土壌含水率は黒土では
およそ32～33%.‐ もみがら成型マット_て は,27%前後
であったか振れが大きかった。

「もみがら成型マットJにおける含水率の推移を見るた

め,20葉期頃 (5月 1日 )に箱当たり15L潅水し,そ の

後無潅水の区を設け観察したところ,箱周辺の葉が巻き始

めたのは2日 後の 5月 3日 で,その時の含水率は27%前後

であった。また,箱全体の苗が針葉状に巻き始める時の含

水率は20%前後、葉先が枯れ始める時の合水率は15%前後

であった。このように ~も みがら成型マット_育面では

慣行育苗に比べて床土が乾燥しやすい特性が認められた。

また「もみがら成型マット_は慣行育苗 (黒 十)に比
べて葉が巻き始める頃の床土含水率は低くなることが多い

ため,潅水には 1分に注意する必要があると推定された。

4 ま  と  め

「もみがら成型マット」を利用した育苗法について検討

した結果 以下の結果が得られた。
(1)無力Π温平置き育苗方式での潅水量,覆 |:量はともに

箱当たり1000ccを確保することが必要で,覆 t量を減量す

る場合には積み重ね出芽方式が必須である。

0)育苗時の追肥は、2回追肥体系では10■ 20葉期に
1回追lE体系では15葉期に窒素成分で箱当たりlg施用

することが望ましい。

6)水管理は現行どおりで対応可能であるが 乾燥しや
すい特性を持つため注意する必要がある。

4  19  45 58  1
59  1737 120 23 34 51 15 40

枯死のため未調査

表5 水管理の違いと苗の形態 (播種後35日苗)

34 133 2
36 105 25
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